
        国際ロータリークラブ第 2730地区 日南ロータリークラブ 

    

 

       「ロータリーの原点に戻る」 

例会日 毎週水曜日 12：30～   例会場 ホテルシーズン日南 

住所 日南市園田3-11-1   TEL 0987-22-5151  FAX 0987-22-9588          会長 豊田裕康 

親睦活動月間 

第3292回例会 №22 2022.06.22  晴れ 

点鐘・国歌・ロータリーソング 12時 30分    「奉仕の理想」 

四 つ の テ ス ト  榎木田大資 君 

ゲ ス ト 日髙章太郎ガバナー補佐（日南RC） 

例 会 行 事 クラブ協議会 

 

会長時間    入中英雄エレクト 

豊田会長が刑事事件の判決公判の為、私入中が会長時間と会長挨拶を務めさせて頂きます。 

 早いもので私の新年度もあと２週間で始まります。本日のこの時間を試練、いや練習だと思ってやりたいと

思います。 

今日はクラブ協議会となっております。国際2730地区の日高ガバナー補佐をお迎えしての今年度最後のク

ラブ協議会となります。前年度・今年度は休会や短縮例会続きでどのように進行していくのかも忘れている事

が多く不安なままの引継ぎではないかと思います。 

豊田会長から一言でいいから言われ、過去の週報を見返したところ、A4 サイズ 1 ページ分は話されている

のを見て、深夜まで原稿を書いている次第です。これから1年間毎週やってくる会長時間をどうやって乗り切

るか動揺や混乱はありますが、自分なりに頑張っていきたいと思いますのでどうぞよろしくお願いいたしま

す。 

 本日、6月22日に公示され、7月10日投開票が行われる参議院選挙ですが、参院選とは参議院議員の半数

を改選する選挙です。参議院には解散の制度がなく、3年毎に定数の半分を改選する決まりとなっております。

全議席248名の半数にあたる124名が選ばれる予定です。公示日が6月23日の沖縄慰霊の日と重なるのを避

けたため選挙期間は通常より1日長い18日間となります。 

宮崎選挙区には自民党・現職の松下新平氏、立件民主党・新人の黒田奈々氏、国民民主党・新人の黒木章光

氏、共産党・新人の白江好友氏、ＮＨＫ党・新人の森大地氏、参政党・今村幸史氏の6名が立候補されるよう

です。 

明日の日本を担う選挙ですので是非、投票に行っていただければと思います。 

 

委員会報告 

 石崎智則君 転勤の挨拶 

 

スマイル 

 石崎智則君 3年間お世話になりました。有難うございました。 

 

新型コロナのお話    峰松俊夫君 

6月23日発表の新型コロナウイルス新規感染者数で、宮崎県に限らず日本全国で実効再生産数が1を超

え、新規感染者数が増加に転じました。宮崎県が経済的な影響を受けやすい福岡や東京においても、すでに

1を超えています。 



 宮崎、東京、福岡、全国で共通しているのが、実効再生産数が6月2〜4日を境に上昇を始めたということ

です。実効再生産数の算出には新規感染者数の推移を参照します。ウイルスに暴露されたとして、ウイルス

が増殖（感染）し、病院で検査、検査陽性結果を保健所に連絡、県の感染症対策課から新規感染数が発表さ

れるまで8〜10日の時差が生じるため、実効再生産数は8〜10日前の感染拡大状況を示していると言えま

す。では実効再生産数が上昇を始めた6月2〜4日の10日ほど前に、コロナウイルスの感染対策に関わるよ

うな出来事があったのでしょうか。実際、ありました。厚生労働省が屋外でのマスク着用についての指針を

発表したのが5月23日です。 

 厚生労働省の指針では、『屋外であっても、人との距離を保てず、会話をする場合にはマスクの着用が推

奨されています。また、屋内は基本的にマスク着用ですが、他人との距離が保てて、かつ会話をしない場合

にはマスクを外せる。』としました。しかし、マスコミの情報タイトルだけではそのようには聞こえませ

ん。「屋外ならマスクを外せる。」と思っている方が多いように思います。 

 今一度、マスクを外せる場面を確認して欲しいと考えます。 

 マスク着用基準のホームページ（「マスク着用の考え方」で検索してください） 

 

クラブ協議会 

例会運営委員会      委 員 長 黒岩 久登 副委員長 宮田 健二 

           委  員 飯干 賢  上原 修  甲斐 信之 

一年間の活動実績 

講師例会 11月17日 西都ＲＣ（株）瓦の上田代表取締役 上田 普様 

100パーセント出席者表彰 7 月28日 （20名が達成） 

例会時の受付、及び出席率の発表  

会員卓話の実施 

  

一年間の反省 

例会が開催できず講師例会も一度だけであった。 

早く普通の日常が戻って来る事を願います。 

予算執行額  64,505円 

 

親睦委員会     委 員 長 井野畑善順 副委員長 齋藤奈  々

          委  員 甲斐信之、宮田健司 

後期の活動実績 

前半の結婚記念品は「しゃぼんフラワー」と、誕生記念品は「ウィスキーボトルにサンドブラストで名前彫

り込み」をした物を準備していたが、例会の開催が中々出来ない中で取りあえず贈呈は終える事が出来た。 

1月12 日の新年会は、梅ヶ浜からの初日の出の動画を鑑賞して頂いた。 

観桜会の計画もしていたが、やむなく中止、その後、何とか創立記念日例会は開催出来たので、創立60周  

年で作成されたDVDを時間的に編集して会員に70 周年記念のイメージをして頂く機会を作った。 

  

後期の反省 

例会が殆ど開催されない中では有ったが、最低限の活動は出来たのではないかと思う。 

 

Ｒ情報委員会      委 員 長 石灘寬樹   副委員長 土屋昭次 

            委  員 落丸正博 

 

新型コロナ感染症の流行状況から、オリエンテーション兼情報集会の集合開催は難しいと考えました。ｗｅ

ｂ形式でも検討しましたが、準備不足のため開催できませんでした。誠に申し訳ありませんでした。 

 

会員増強委員会     委 員 長 山口秀一   副委員長 野崎正彦 

            委  員 菊池希樹 

一年間の活動実績と反省 

  コロナ禍の中委員会活動はほとんど出来なかった。 



  

 

雑誌会報広報委員会   委 員 長 河野通郎   副委員長 榎木田大資 

          委  員 日髙章太郎 

1.前期の委員会活動として週報は、7/7、7/14、7/28、8/4、8/11、10/6、10/13、10/22、10/27、11/10、11/17、

11/24、12/1、12/8、12/15、12/22の16部を発行し、8/18、8/25、9/1、9/8、9/15、9/29の分は会長時間

として発行、後期に関しては（6/3現在）1/12、5/25、6/1分の19部の週報を発行しています（最終的には

23部の予定）。1/19分から5/18分は会長時間と結婚・誕生卓話を毎月一回発行しました。 

2.「ロータリーの友」の案内もほとんど出来ませんでした。 

3.マスメディアとの交流も出来ませんでした。 

4.ホームページでの週報の掲載も、地区の管理体制が悪いのか掲載できない面がありました。地区にはもっと

しっかりとした対応をしてもらいたいと思います。 

 

一年間の反省   

コロナウイルスの影響により45部の週報を発行できなかったことが残念です 

 

職業奉仕委員会     委 員 長 斉藤篤史   副委員長 村社浩二 

            委  員 石崎智則 

一年間の活動実績 

 例会時のロータリーの目的、四つのテストの唱和は出来たが、職場訪問、翡翠賞の授賞式はできなかった。 

 

一年間の反省 

 委員会活動が、コロナ禍の中実行できなかったのが残念であった。 

 

社会奉仕委員会    委 員 長 井野畑善順   副委員長 小玉 淳 

         委  員 村上賀昭 

後期の活動実績 

後期の活動は殆ど行っていない。 

  

後期の反省 

  職業奉仕委員会と協議をして、翡翠賞の選定を行わなければいけなかったのだが、例会が開催されない

中でゲストを招待する事も出来ず、結局本年度の翡翠賞は保留とした。 

考えていた候補の団体は幾つか有ったので、次年度に情報提供を行う。 

 

国際奉仕委員会    委 員 長 鬼束 忠男   副委員長 田島 逸男 

          委  員 古澤 昌子 

一年間の活動実績 

コロナ禍で活動できなかった。 

 

一年間の反省 

コロナ禍で奉仕活動が制限される中、今後新しい奉仕の形を考えていく前向きな姿勢が必要だと思いまし

た。 

 

青少年奉仕委員会    委 員 長 飯干 賢  副委員長 竹井崇利 

            委  員 峰松俊夫 

1．高校生就職支援セミナーの開催について 

8月28日に開催決定でしたが、コロナの感染拡大防止のため中止になる。 

一昨年、昨年と２年開催が中止となる。来年度は、開催できることを願います 

2．少年野球大会の開催支援について 

開催日は令和3年11月23日（火）祝日。 



ボールとメダルを協賛する。当日は、豊田会長が挨拶をされました。 

 

ロータリー財団    委 員 長 竹井 崇利   副委員長 清水満雄 

         委  員 渡邊眞一郎 

一年間の活動実績 

1・100 万ドルランチを月１回実施し、地区に寄付する 

2・ロータリー財団に会員1 人＄100を寄付する 

3・米山奨学会に1人3,000 円を寄付する 

4・「わかば奨学会」に1人5,000円を寄付する 

5・「わかば奨学会」の2022～2023年度地区補助金を申請する 

6・「わかばランチ」を月１回実施し、「わかば奨学会」に寄付する 

7・地区主催による「財団セミナー」に参加する 

一年間の反省 

1・100 万ドルランチ 実施済  49,000 円 

2・1 人10＄寄付   実施済  36,480 円  

3・1 人3,000円 実施済 

4・1 人5,000円 実施済 

5・申請済 370,000円 補助金決定 

6・2021 年9月4日にZOOM会議によるセミナーに参加 

 

日髙章太郎ガバナー補佐アドレス 

コロナ感染対策の中で、最初と最後二回、クラブ訪問が出来ることに感謝します。ガバ

ナー補佐としての責任を全うした気持ちは到底ありませんが、ＩＭの準備計画が楽し

い思い出です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出席率報告 

  会員数 出席免除 出席定数 ＨＣ出席 ＭＵ 欠席 出席 出席率 

  今 週 31 8 23 17 1 5 18 78.26％ 

 出席免除 村上、清水、守永、村社、田島、落丸、小玉 

 先取ＭＵ 豊田 

欠 席 石灘、菊池、斉藤、齋藤(奈)、古澤、 

 

 

事務局〒887-0014 日南市岩崎3-4-2 Itten堀川ビル2F創客創人センター内TEL0987-22-3363・FAX0987-22-3515 

会長：豊田裕康  副会長：入中英雄  幹事：簗瀬敦  雑誌会報広報委員長：河野通郎 

雑誌会報広報委員会より   原稿は、ocame@wing.ocn.ne.jpまで送信してください。 
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